
	会議経過および会議結果

	（委員）

　県下で６圏域あるうち，高松市，三木町，直島町が既存の圏域となっていることから，圏域内での連携を活性化していこうという取組になっております。

（会長）

次に，意見をお一人ずつお願いしたいのですが，まず私としては，事業数が多いので，もっと重点的に事業を出来ないかと思います。定住自立圏のフロントランナーとして今後，よりパワーアップするために，計画期間の半ばである今，もう一度事業を見直して集約していくべきではないでしょうか。また，圏域マネジメント能力の強化において，大学等との連携があまり出来ていないと思いますので，今後こういった視点が必要ではないかというところからも御意見をお願いします。
　（委員）

　　事業の連携の具体化を図っていく一つの例として，文部科学省ではCOC（地（知）の拠点整備事業）を全国９０拠点，今年度は５０拠点で計画しています。実際に大学，高専等「学」が取り組んでいることを連携して定住自立圏に取り入れることにより，利便性を得られ，具体的な事業を行っていけると思います。
　（委員）

　　地域の大学が連携しながら，市民活動や行政に関わっていくことが重要であります。まずは各大学がどのようなことを行っているか，基礎的なことをデータベースにしてみてはどうかと思います。

　（委員）

　　　COCにもありますが，大学は地域貢献，学び直しの場でもあります。企業の２代目の育成，地域ならではの産業に繋がる人材育成等，地域の課題に即して各領域が統合して取組を行っていくことが大事だと思います。

　（会長）

　　　個々の事業だけではなく，連携して取り組んでいくことを今後考えるべきですね。他に御意見をお願いします。

　　
　

　（委員）
　遠隔医療ネットワークを使った事業を見てみると，東かがわ市は公的機関がないため，連携がありません。遠隔医療ネットワークは参加者が少なく，圏域が違うと定住自立圏で一括して扱うのは難しいですが，連携できることは理想でありますので，各自治体が予算を出して行っていければいいと思います。
　（委員）

定住自立圏として何をやっているのかが見えにくくなっているため，成果を見える形にして広報を行っていくことで，重点化する方向性も見えてくると思います。

　（会長）
　私も分かりやすく，ビジュアライズして視覚に訴えるプレゼンテーションすることは大切だと思います。他に御意見はございますか。
　（委員）

　　　質問になりますが，連携市町と各部門ごとにセッションして事業の取組を行っているのでしょうか。島嶼部等連携町からの意見の集約が必要ではないでしょうか。
　（事務局）

　　　昨年度は事務局会を１回開催しましたが，今年度以降は複数回実施したいと考えています。また，事業については，中心市から各担当課に新しい取組の照会を行った後，事務局から各市町に投げかけ，各市町と関係課同士で基本的な協議が行われています。

　　　今後は，担当者会で連携市町からの意見の集約，地域資源の掘り下げ等を積極的に行っていきたいと考えています。

　

（会長）
　　連携を精査し，トップダウンだけでなく個々の連携市町のボトムアップ，意見のサポートが必要です。他にございませんか。
（委員）

　　取組事業一覧を見ていると，空白部分が気になります。多くの取組があるものから優先的に実施する等，重要度，緊急度を評価していく必要があると思います。

（委員）

　　市民活動の活力を活用してはどうでしょうか。例えばみんなが集まる公共交通機関の場で地場産業を紹介する等，横のつながりを密にしていくべきだと思われます。

（委員）

　　昨年度行われた講演会，座談会に出席しましたが，議員，職員の反応に温度差があるように感じました。キーパーソンとなる人材を育成するために，外部から地域おこしに取組んでいる方を講師に招き，成功した事例を聞くのもよいかと思います。
（会長）
　成功プランに振り回されないことも大切で，失敗から学ぶことも大いにあると思います。産業，観光の分野においては，中心となる人との交流，情報交換が重要だと感じています。
　（委員）

　　　瀬戸内国際芸術祭では，外部の人に見られているという意識があります。定期的に実施することで，地域の活性化につながるでしょう。

　（委員）

　　　点が面になる取組がいいと思います。例えば，高松ピアノ国際コンクールを行い，世界各国の方が参加されたことで，高松市が世界に発信されたと思います。

　
（委員）

　　定住自立圏についての広報が弱いと感じますので，例えば，ゆるキャラのようなシンボルマークを作り，一般の人や教育の場等で定住自立圏を広報，宣伝，周知していくべきだと思います。

（会長）

　　計画の中間段階のまとめとして，事業を集約すると同時に足らない取組を実施する等，各取組の点検評価を進めていってほしいです。
最後に議題（２）その他ですが，何かありますか。

（事務局）
まず，中心市と連携する市町の呼称を，国の定住自立圏構想推進要綱の改正に伴い，「周辺市町」を「連携市町」と改めております。

また，瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンについては，５月末の公表を予定しています。また，昨年度同様に，事務を進めてまいりたいと考えておりまして，第２回目の懇談会は，取組の拡充について御意見等をいただくため，７月から８月に開催したいと考えています。

（会長）
  　ありがとうございました。本日はこれで終わります。
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次のとおり会議記録を公表します。
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会議の概要は，次のとおりです。





（会長）


　議題（１）の瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更についてですが，事務局から説明をお願いします。





【瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更について事務局から説明】





（会長）


瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョンの変更について事務局から説明がありましたが，最初に質問のある方はお願いします。





（委員）


　　自立支援協議会運営事業についてですが，市町の役割に「運営事業について支援します」とありますが，具体的にはどういう支援を行っていくのでしょうか。





（事務局）


　　運営事業については，実際に事業は事業所が行うものでありますので，協議会は事業の検証，評価を行うとともに，連携を深め活性化を行っていくものです。また今年度は，相談支援専門員の人材育成や，障害者虐待の未然防止等の適切な支援の仕組みと体制を構築し評価を行うこと，またホームページの活用に取組むこととしています。





（委員）


　　同じく自立支援協議会運営事業については，三木町と直島町との連携となっていますが，他にもっと迅速に連携を行える市町があるのではないでしょうか。
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